統計関連学会連合大会チュートリアルセミナー
統計関連学会連合大会企画委員会

主催：応用統計学会，日本計量生物学会，日本統計学会

協賛：日本行動計量学会，日本計算機統計学会，日本分類学会

１．開催要項

　チュートリアルセミナーを下記の要領で実施します．参加を希望される方は2003年7月14日～8月25日に

http://www.jss.gr.jp/meeting/2003/tutorial/

にてお申し込みください．

日　時：2003年9月2日（火）13:30 - 16:30

テーマ：以下の2テーマを並行開催します．

　テーマ1：官庁統計の理論と実際

　テーマ2：実験研究および観察研究における偏りの調整

会　場：名城大学　天白キャンパス（愛知県名古屋市天白区塩釜口1-501）

　テーマ1：共通講義棟202教室，テーマ2：共通講義棟101教室

受講料（含資料代）：セミナー当日受付にて直接お支払いください．


上記主催学会もしくは協賛学会いずれかの会員 2,000円，


非会員4,000円，学生（会員・非会員を問わず）2,000円

備　考：保育室が利用できます．利用を希望される方は連合大会ホームページ

http://www.soec.nagoya-u.ac.jp/htm/staff/nemoto/gakkai/


をご覧下さい．

照会・連絡先：成蹊大学工学部　岩崎 学


〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1


TEL: 0422-37-3764（直通），FAX: 0422-37-3871（工学部事務室），


電子メール：iwasaki@is.seikei.ac.jp

内　容：

テーマ1：官庁統計の理論と実際

○ オーガナイザー：美添泰人（青山学院大・経済）

○ 講師と演題および目次：

・美添泰人（青山学院大・経済）官庁統計の位置づけと課題


1. チュートリアル企画の趣旨，2. 官庁統計の理解のために，3. 標本調査の基礎知識，4. 非標本誤差の問題，5. 個別情報秘匿の問題，6. その他の話題（6.1. ミクロ統計データの分析，6.2. 小地域統計）

・加納 悟（一橋大・経済研）官庁統計に関する理論的話題

1. サンプリングとその標本誤差（(a) 単純無作為抽出，(b) 比推定，(c) 層化抽出，(d) 集落抽出，(e) 多段抽出，(f) 復元抽出（i. 単純無作為復元抽出，ii. 確率抽出，iii. 規模別比例確率抽出），(g) 超母集団），2. 回帰分析への発展，3. 特殊なサンプリング方法（ローテーション・サンプリング），4. 非標本誤差

・川崎 茂・高見 朗・會田雅人（総務省）国勢調査及び家計調査の精度と利用上の留意点

第1部 国勢調査の調査精度と利用上の留意点：1. はじめに，2. 住民基本台帳人口との比較，3. 年齢コウホートによる分析，4. 事後調査結果による分析，5. おわりに．

第2部 家計調査の調査精度と利用上の留意点：1. 家計調査の概要，2. 家計調査の精度について，3. 家計調査の利用上の留意点，4. おわりに
・田辺孝二（前経済産業省）企業活動に関する統計の課題と新たな集計事例

1.  はじめに，2. 企業活動に関する統計の課題，3. ミクロデータによる新たな集計事例（事例１：出荷額前年比の分布（工業統計），事例２：売上高利益率の分布（企業活動基本調査），事例３：売上高増加率の分布（企業活動基本調査），事例４：海外現地法人売上高前年同月比の分布（企業動向調査）
テーマ2：実験研究および観察研究における偏りの調整

○ オーガナイザー：岩崎 学（成蹊大・工）・渡邉裕之（万有製薬）

○ 講師と演題および目次：
・岩崎 学（成蹊大・工）共分散分析と処置前後データの解析

1. はじめに，2. 問題の定式化，3. 共分散分析，4. 条件付き推測と条件なしの推測，5.「調整」の意味，6. 処置前後データ，7. 数値例，8. 二つのパラドクス（8.1. Lordのパラドクス，8.2. Simpsonのパラドクス），9. おわりに 

・山岡和枝（国立保健医療科学院）ロジスティック回帰分析を用いたデータの解析

1. ロジスティック回帰モデルの概要（1.1. モデルの構造，1.2. ロジスティック回帰モデルの解釈，1.3. ダミー変数の作り方，1.4. データとプロファイル），2. 関連性とオッズ比（2.1. 医学研究での調査デザイン，2.2. オッズ比の計算と解釈），3. モデルの評価，4. 予測確率の意味と交絡因子の調整と確率の予測（4.1. 予測確率とLD50・ED50，4.2. 交絡因子の調整と確率の予測），5. 経時的に観測されたデータや互いに相関のあるデータの取り扱い，6. SAS とSPSS による分析例
・松山 裕（東大・医）Propensity scoreを用いた交絡調整


1. はじめに，2. 交絡Confounding，3. 交絡の調整，4. Balancing ScoreとPropensity Score，5. Propensity Score による交絡調整（5.1. 層別解析，5.2. マッチング，5.3. 回帰モデル，5.4. 重み付き解析），6. Propensity Scoreによる交絡調整の注意点

